
国立大学法人長岡技術科学大学 次世代育成支援・女性活躍推進計画 

  

Ⅰ 計画期間  平成２８年４月１日から令和３年３月３１日までの５年間  

  

Ⅱ 計画の内容 

（次世代育成支援） 

目標１ 男性の育休取得制度について周知し、計画期間中に男性の育休取得一人以上を達成する。 

（対策） 

○教職員の採用時、出産申出時などの都度、各種制度について学内インフォメーションページに掲載されてい

ることを周知し、取得促進に努める。 

〇令和元年３月に「ワーク・ライフ・バランス支援ガイドブック」を作成し、全教職員に配付して各種制度の

周知と活用を促す。 

  

（次世代育成支援） 

目標２ 所定外労働時間の削減に取り組み、計画期間の最終年度において、全フルタイム労働者の法定時間外

労働時間の各月平均を３０時間以内とする。 

（対策） 

○随時、事務局において週２回設定しているノー残業デーを周知徹底する。 

○平成２９年から平成３０年７月まで「夏の生活スタイル変革」（ゆう活）を実施する。 

○平成３０年３月から午後５時以降に及ぶ会議を、原則として設定しない。 

 

（次世代育成支援） 

目標３ 年次有給休暇の取得促進に取り組み、計画期間中、継続して労働者の平均年次有給休暇取得率を２５％

以上にする。 

（対策） 

○随時、連続休暇が取得可能な日において、会議・行事等を設定しないこととして、学内に周知徹底する。 

○令和元年度から、夏季休暇、年末年始の休暇の前後において休暇をとりやすくするため、部署ごとに早めに 

休暇計画を立てるよう、学内に周知徹底する。 

 

（女性活躍推進） 

目標４ 平成３４年３月までに女性教員の割合を概ね１５％となるよう積極的に女性を採用する。 

（対策） 

○平成２９年度以降、女性大学院生を対象にキャリア形成のための講演会を開催し、教育・研究職の魅力を伝

える。 

 

（女性活躍推進） 

目標５ 平成３４年３月までに管理職に占める女性割合を概ね２０％となるよう積極的に女性を登用する。 

（対策） 

○平成２９年度以降、増加する女性教職員を対象にキャリア形成のための講演会を開催し、管理職へのモチベ

ーションを高める。 

○女性事務職員を管理職及び準管理職に積極的に登用する。 


